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研究成果の概要（和文）：本研究は、環境との出会いを調整し始める時期として乳児の移動開始期に注目し、周
囲との出会いの質的な変化を「遊び始める場所」の分析によって明らかにし、保育環境デザインに利用可能な事
例集としてまとめることを目的としている。移動開始時期のデータの分析から、場所が複合するアフォーダンス
からなる高次の単位として記述され、移動とともに生じる物の配置換えの重要性が示唆された。本研究の成果の
一部は、佐々木（２０１５）、西尾ら（２０１５）、Sasaki & Nonaka（２０１６）、西尾ら（２０１８）、染
谷ら（２０１８）、として公刊された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the qualitative change of the 
encounter between the infant and the surroundings by the analysis of "the place to start playing", 
and to summarize it as a casebook that can be used for childcare environment design. For this 
reason, this study focused on the infant's locomotion start period as the time to begin to adjust 
the encounter with the environment.The results of the analysis suggested that the place was 
described by a higher order unit of affordance composites, and the importance of the rearrangement 
of objects occurring with the locomotion. Some of the results of this research were published as 
Sasaki (2015), Nishio et al. (2015), Sasaki & Nonaka (2016), Nishio et al. (2018), Someya et al. 
(2018).

研究分野： 生態心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、移動の開始と「遊びはじめる場所」の関係を発達心理学的に検討するというオリジナルな課題設定に
おいて遂行された。本研究の成果は、家庭内での遊びはじめる場所の環境の生態・行為的構造を明らかにし、家
庭での子育てに資するだけではなく、保育所等「公的施設における保育を家庭と地続きにする」ための資料とし
て重要な意義を持つと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 
研究の「ライフログ(lifelog)化」、すなわち、特定の年齢段階のこどもや、ある場所での活動

を高い密度で縦断的に記録し、発達過程を詳細に明らかにする動向がある。例えば始歩期 150
名を対象に、１歳児が１時間平均で 1500歩移動していることを明らかにした研究(Adolph et al, 
2012)や、2 年間にわたる週１回 1 時間の記録から抽出した 940 の動画クリップを集録し、658
キーワードで検索する動画データベース『動くあかちゃん事典』作成したわが国の試み（佐々
木ら，2008）、０歳児のつかまり立ちは壁の形状や家具の配置に支えられていることを示す研
究（山崎，2011）、「片付け」行為を周囲の物の配置と姿勢の入れ子化として描いた研究（野中，
2009）などである。 
申請者は、これまでに乳幼児の発達過程の生態学的研究をおこなってきており、とくに段差

ごとに行為の発達を検討した分析から、ベビー布団、引戸レール、浴室の段、ベッド、ソファ
ー、父の膝、食卓イス、階段の重要性、すなわち行為は段差ごとにユニークで、注目すべきは
「落下、転倒遊び」を創発した段と、「慎重に移動する」他の段が峻別されていたこと、特定の
場所で移動からの遊びがはじまることが示唆された（佐々木 2011）。上記のような背景より、
本研究の「遊びはじめる場所」とは、「移動が停留し、周囲の探索が行なわれるところ」であり、
移動開始期の乳児ならではの探索的活動がみられる場所、すなわち知覚および認知を促進し得
る場所であるという重要な知見が得られた。 

 
２．研究の目的 

 
本研究の目的は「場所」の心理学的な性質の解明である。私たちの生活は場所を選び改変し

て行なわれているが、場所がもつ心理学的な性質は明らかではない。乳児は、遊び場を教えら
れるより前に、「直感的」にモノや場所の「意味」を発見している。そこで、移動を始めた乳児
の行為が発見する「遊びはじめる場所」について以下の３つの目的を設定して検討することと
した。 

 
目的１：行為の観察からの場所の蒐集 
乳児によって自発的に発見される「遊びはじめる場所」を家庭及び保育所で同定・蒐集・分

類する。家庭から保育所への活動の移行を援助するための、両者をつなぐ場所・環境の性質が
明らかにする。「遊びはじめる場所」は、「移動が停留し、周囲の探索が行なわれるところ」と
し、移動開始期の乳児ならではの探索的遊びが見られる場所を蒐集・分類する。 

 
目的２：場所の解析と記述、妥当性検証実験 
物理的・社会的とは異なる行為・心理学的場所の解析・記述方法はいまだ確立されていると

は言えない。したがって、本研究では、場所という単位を記述し、検証を積み重ねていくこと
が可能となるような学術的基盤を開発することが目的の一つとなる。そのために、家庭と保育
所で発見された遊び場所の環境資源をミクロおよびマクロのレベルで解析する。解析を通して
発見され、分類した場所について、乳児を対象とした行為による選択・選好場面を分類した要
因ごとに設定し、乳児を対象とした妥当性検証の実験的観察から検証し、場所の行為的意味を
確定することが第二の目的となる。 

 
目的３：成果の保育現場への還元と応用 
保育所などの乳幼児施設と家庭を、連続的にデザインすることを可能とするような「０－１

歳児の自発的遊びがはじまる場所事例集」の作成が第三の目的となる。内容はきわめてコンパ
クトにして、実践の場で活用可能な資料集を目指す。 
 
３．研究の方法 
  
本研究の方法は、第一に、家庭と保育所での０－１歳児の「遊びはじめる場所」の蒐集と分

類、第二に、０－1 歳児の「遊びはじめる場所」についてのオリジナルな環境分析と実験的観
察、第三に、０－1 歳児の「遊びはじめる場所」事例集（「乳児版パタン・ランゲージ」）の作
成である。 
  
４．研究成果 

 
(1) 本研究の成果として、歩行開始期における周囲の環境の構造が分析され、部屋の形状とそ

の中の場所が持つ機能が乳児の歩行発達において資源となっていることが確認されると
ともに、「周辺」「開けた所」「区切り」という生態学的パターンを発見し、歩行発達を部
屋における場所と場所の結びつきのバリエーションの変化として描きなおした（図１）。 
 
 

(2) また、上記のパターンを基礎として、歩行の発達が個々の幼児と周囲の環境によって構成



されるシステムにおいて創発するタスクとして理解されることが示唆された。 
 

(3) 「場所」に関して生態学的な検討が加えられ、膨大な物（objects）が周囲を取り囲んでい
るという現代の人類にとっての環境を、行為の創発とその発達における基本的なユニット
に位置付けた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 幼児の移動経路の変化(西尾，2015) 
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